
 

 

 

 

 

 

第１回実力テストの返却がありました 

先週、5月10日に行われた実力テストが返却されました。今回の実力テストを参考にしな

がら1学期末の懇談では進路の話をしていきます。お家の人にも返却された結果を見せてし

っかり話し合ってきてください。 

返却されたときには、どの教科でも「定期テストでは点数が取れるのに…」「やばい…」

など、焦りの声が聞こえてきました。次の実力テストまでに何とかしたい！という人のため

に、前号で紹介した～入試までに身につけたい実力テスト活用法～を試してみてください。 

 

1通の手紙に思いを込めて… 

 ある中学生の娘を持つ母親が娘の怠惰な生活をみかね、娘に一通の手紙を送りました。反抗期

の娘、面と向かってでは、けんかになってしまう…と、送った手紙を紹介します。 

大好きなあなたへ… 

 

暑かったね。お母さんは今日花粉がいっぱいで大変です。 

 ゆっくり話したいけど、きっと最後まで聞いてくれないと思い、手紙にします。途中で読むの

をやめず、最後まで読んでくださいね。そのあとは、破っても捨てても、あなたの好きにしてく

ださい。 

 この前、お母さんが熱を出して寝込んだ時、いろいろ気を使ってくれる優しさには、正直びっ

くりしました。でも本当はうれしかったよ、ありがとう。それと、もう１つうれしかったこと。

それはあなたが、「保母さんになりたいな。」と言ってくれたこと。保母さんだからうれしかった

んじゃなくて、将来の夢があるということ、なりたいものがあるということ、それがうれしかっ

たんです。本当に大人になった時、保母さんをしているかもしれない。いや、違う職業に就いて

いるかもしれない。でも、13歳の今、夢があるということ、それを話してくれたことがうれしか

ったんです。 

 でもね、そのためには今、何をするべきなのか、考えたことある？ただ、中学校を卒業して、

高校へ行って、そこまではできても、今のあなたにでは、その先が見えてきません。悲しいね。

せっかく夢があるのに…。 

 今のあなたは楽しそうだけど、でも同じ『楽』だけど、お母さんから見れば、『らく』してい

るようにしか見えません。同じ漢字でも、大きな違いだよ。何がって？一生懸命しているって？

悪いけど見えません。テストの点数のことを言ってる訳じゃない。 

 点数は結果だけれど、そこに至るまでの過程のことです。誰だって、一日や二日勉強して、点

数が取れるなら、苦労しません。受験も悩むことはありません。「あーあ、点数悪かった。」と終

わってしまうことが一番怖いのです。大切なのは「じゃあ、次頑張ろう！」と思う気持ちと行動

です。あーあ、次頑張ろう、というのでは行動はついてきませんよ。テストの間違ったところを、

もう一度解いてみましたか？どこが間違ったのか、分かりましたか？今、お母さんには新たな夢

があるので、毎日勉強中です。でも、それはまわりに見せるためではなく、本当に自分のためだ

けなのです。だから、周りの人に分かってもらえなくても、自分の悔いのないようにしているだ

けです。お母さんが勉強している姿を見ればと思いましたが… 

 家に帰って、制服のままテレビを見て寝る生活から変えてみませんか？家に帰ったら服を着替

え、気持ちの入れ替えをし、それからテレビを見るなら見てもいい。でも、一日30分でも1時間

でもいいから勉強しませんか？数学や英語はコツコツ学習しないと成果は出ないようです。やる

前から無理と思っているだろうけど、今は『らく』はしないこと！おしゃべりしたり、おしゃれ

をすることに文句は言いません。 

でも、このままの生活をしていると、夢を持つ前に、夢が見れなくなるよ！そのためにはまず、

環境作りですね。今の部屋では感心しません。明日明日じゃなく、片付けようよ。そういうとこ

ろから、１つ１つ変えていってみよう！！ 

 これを読んでも、きっと「うっとうしいなぁ‼‼」と思っているかもしれませんね。でも、怒っ

てやらせることも、力づくでやらせることもしたくはありません。だってもう、少女から女性に

なる、ひとりの「あなた」という、自分の意志を持った人に成長しているのだから…。 

お父さんとお母さんは、あなたが夢を持ち、実現するためなら、喜んで協力します。でも、それ

には本人の努力が必要なのですよ。これから先、夢は変わってもいい。どんどん変わってもいい。

でも、それになるもならないも、本人の意志と努力だから。 

 素敵な夢を持ち続け、一歩一歩頑張ってくださいね。 

                                － 母より － 

 この手紙を読んだ後、生活はすぐに良くなったわけではありませんが、少しずつ生活態度は変

わり、自分の目標に向かって努力を続けました。夢だった、保母さん(保育士)の仕事に就くまで

には至りませんでしたが、現在は子どもたちとかかわる仕事に就きたいという思いの中で、教員

として子どもたちに囲まれ奮闘する毎日を送っているそうです。 

 

3年生になり、2か月が過ぎました。受験まであと半年と少し。 

皆さんの今、すべきことは何ですか？ 
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